チームカンファレンス記録

	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


令和3年7月9日(金)　　　　　　　　　　　司会：澁谷　育美　　記録：橋本　弘子
	上野雅
	澁谷
	加藤
	上野由
	佐藤
	川瀬
	風間
	藤田タ
	新田
	羽田

	公休
	○
	明け
	CD留守
	準夜
	○
	休憩
	○
	公休
	準夜

	大村
	西山
	橋本
	古川
	田端
	佐々木
	加賀
	木村
	奥寺
	北向

	明け
	公休
	○
	CD留守
	公休
	年休
	CD留守
	公休
	明け
	CD留守

	馬場
	藤田智
	紫葉
	上野由紀
	小澤
	笠原
	長根
	野添
	
	

	準夜
	○
	年休
	業務
	業務
	業務
	欠勤
	公休
	
	


＜連絡事項＞
・特になし
＜患者様連絡事項＞
・栗澤　みつ子様～7月8日の長男へ連絡している。老健「南山苑」の訪問調査があった

が、他の申し込み者もおり現段階でいつ入所できるか分からないため

ケアマネと相談し他の施設へも申し込みを進めて欲しい（三戸方面

だと施設数が少ないため、八戸方面も視野に入れるか）と伝えていた

件について確認。ケアマネに電話して相談してみますと話しており、

7/10にどのように進めるか確認することとしている。
レボフロキサシン点眼液が処方となっている。
・金澤　和夫様～ﾉﾎﾞﾗﾋﾟｯﾄﾞ30ﾐｯｸｽ注　ﾌﾚｯｸｽﾍﾟﾝ　1本処方となる。
・長峰　ユリ様～家族様希望にて、退院後は新郷診療所への通院を希望。安ヶ平Drへ紹介状の依頼している。初外来については家族様へ確認し退院処方を出してもらう事としている。
・北村　イウ子様～みちのく記念病院への転院日が7/30で決定。当日9：30福祉タクシーが迎えに来ます。紹介状（PSW預かっている）、サマリー、残薬ある分を持たせて下さい。退院時の会計、着替えについての連絡は病棟でお願いしますとの事。
＜要注目患者様＞
・山田みつゑ様～血圧90台とやや低値であること見られているが、ほか、バイタルサイン
異常なし。
・田嶋　ハル様～血圧150台とやや高値であるが、他、バイタルサイン異常や不調の訴え
はなく過ごされている。
・福田　りわ様～フットレストを足でカリカリとこすり、大声で奇声を発している。介入
にも止めれず、9：25不穏・興奮時リスペリドン0.5ｍｇ１Ｐ内服している。
・神　ツエ様～各食、数口～1/2摂取されている。本日は、深夜帯から現在までで、排尿260ｇ見られている。
・杉村　義雄様～つまずいて、転倒しそうになることあり。ご家族へ、介護シューズを依
頼していく事とする。
・村田　邦恵様～帰宅要求の訴えは少ないが、他室侵入し、他者と話をしていること見らられている。介入には、拒否なく応じられている。
・茨澤　耕作様～持参のオムツがなくなり次第、オムツプラン②へ加入予定である。
・中里　キヨヱ様～帰宅要求を訴えて来る事はあるが、不機嫌さはなく過ごされている。
・橋本　ときの様～7月10日にご家族がホワイドボードを持参予定となっている。
・古川　貞二様～車椅子自操し、「洗濯物。」と口調強く言ってくることあり、落ち着きなさ見られている。
・松森　英作様～昨日、夕食後薬の拒否あり、吐薬し薬を投げようとすることあり。介入
への易怒性も著明で粗暴行為あり。本日は、スタッフが他者を呼んでい
ると、自分が呼ばれたと思ったのか、スタッフ数名に殴り掛かろうとし、
両手で握りこぶしを作り、詰め寄ってくる。説明への理解も困難である。
・舛森　市太郎様～昨日、頭頂部に裂傷あり、発見時すでに止血している。本人に確認す
るが「少し痛い」と話すのみで傷の経過については不明。
・宮本　啓司様～弟嫁様から、26日の退院時に自分たちは付き添わず、みちのく記念病院
に向かう予定であるとの事で、タクシーに一人乗せるのが心配とのこと
で連絡あり。大川さんより、移送ヘルパーを利用する事も検討されては
どうかと伝えている。みちのく病院にその旨話してみますとのこと。退
院時の衣類は近いうちに医事へ届けるとの事。床屋利用の希望あり。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・舛森　市太郎様～攻撃的な態度を似せる頻度が増えてきている為、薬剤調整行っている。ドネペジルは一旦中止。メマンチン10㎎→15㎎へ増量。他は同様で7日分処方。退院支援は継続。
・松森　英作様～治験終了後より、易怒的な態度や粗暴行為のそぶりを見せることがみられている。臨時薬にクエチアピン（25）2T/2×追加となり7日分処方。退院後の方向性も家族へ確認していく。

・小笠原　ユキ様～安全ベルト使用中だが、車椅子を自操して徘徊するなどやや落ち着きない。臨時薬クエチアピン50㎎→75㎎へ増量。他は同内容で7日分処方。
・茨澤　耕作様～他科薬は当院に切り替えするかは家族確認する事。当院切り替えで良ければその方向で進めていく。軟膏については皮膚科で対応。退院支援を進めて行って下さいとの事。
・他の患者様の退院支援も継続して行って下さい。
